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子
力
ガ
イ
稚
貝
の

放
流
に
つ
い
て

戸画、

伶
4

貝
類
部
長

青
森
県
で
は
、
ア
カ
ガ
イ
の
資
源
を
回

業
復
さ
せ
る
た
め
、
今
年
の
六
月
五
日
、
山

作

口
一
県
の
判
的
漁
業
協
同
組
合
か
ら
ア
カ
ガ

流

イ

稚

貝
約
二
万
個
を
購
入
し
、

六
月

一
九

日
か
ら
川
内
町
神
で
中
間
育
成
後
、

一
O

月
二
四
日
む
つ
市
芦
崎
湾
に
設
定
さ
れ
た

ア
カ
ガ
イ
保
護
水
面
内
に
放
流
し
ま
し
た
。

乙
の
稚
貝
は
、
山
口
県
の
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
で
生
産
し
、

一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
稚

員
で
漁
業
者
が
配
布
を
受
け
、
乙
れ
を
中

間
育
成
し
た
も
の
で
す
。

輸
送
は
航
空
使
で
行
い
、
価
格
は

一
個

二
五
円
で
し
た
。

山
口
県
か
ら
講
入
し
た
時
の
大
き
さ
は
、

平
間
般
長
で
一一
八

・
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で

し
た
が
、
丸
篭
一
連
に
二
O
O個
程
度
収

容
し
、
中
間
育
成
後
の
放
流
時
に
は
、
平

均
殻
長
四

一
・
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

中
間
育
成
し
た
稚
貝
の
成
長
は
順
調
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
制
悶
死
し
た
貝
は
全
体

で一

O
個
内
外
と
歩
留
が
非
常
に
良
く
、

無
事
放
流
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
放
流
に
先
立
ち
、
む
つ
市
及
び
む

つ
市
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
を
得
て
、
九

月
一
日
か
ら
九
月
末
日
ま
で
の

一
ヶ
月
間
、

放放流漁場の海底状況

ア
カ
ガ
イ
保
護
水
面
の
周
辺
で
ツ
プ
篭
に

よ
る
ヒ
ト
デ
駆
除
を
行
い
ま
し
た
が
、
幸

い
ヒ
ト
デ
の
数
は
当
初
の
予
想
よ
り
少
な

か
っ
た
模
様
で
す
。

さ
ら
に
、
保
護
水
面
内
で
は
、
当
セ
ン

タ
ー
の
調
査
時
に
潜
水
に
よ
り
ヒ
ト
デ
を

駆
除
す
る
方
法
を
と
り
ま
し
た
が
、
放
流

前
の
観
察
で
は
、

一
0
平
方
メ
ー
ト
ル
当

り

一
個
程
度
で
し
た
。

放
流
後
の
ア
カ
ガ
イ
稚
貝
の
状
況
を
三

H
後
に
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
お
お
よ
そ
三

分
の

一
の
稚
貝
は
泥
の
中
に
潜
ら
ず
に
い

ま
し
た
が
、
残
り
の
三
分
二
は
泥
の
中
に

潜
っ
て
い
ま
し
た
。

乙
れ
ら
の

一
連
の
事
業
は
、
枯
渇
し
て

い
る
陸
奥
湾
の
ア
カ
ガ
イ
資
源
の
回
復
を

図
る
た
め
、
保
護
水
面
内
に
稚
貝
を
放
流

保
護
し
、
母
貝
に
ま
で
育
成
す
る
乙
と
に

よ
っ
て
、
保
護
水
面
周
辺
を
天
然
採
苗
好

適
地
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
ア
カ
ガ
イ

種
苗
量
産
の
た
め
の
試
験
を
実
施
し
て
お

り
、
将
来
は
自
前
の
稚
貝
を
中
心
に
し
て
、

同
僚
の
事
業
を
拡
大
発
展
さ
せ
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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酒況自動観測新システムの紙上探訪
昭和59年刊月27日以降稼動することとなった新システムを写真と図で、紹介します。

培殖センタ 」の構内に基地局
のアンテナが立っています。

フT
令

ゆ /

ノ

漁場部長 高 橋 克成

/イ

観測項 目

平舘フイ 青森ブイ 東湾ブイ

水 温 I l~4 層 1~4 層 1 ~ 4層

塩分 1~4層 1 ~4 層 1 ~4層

溶存酸素 | 4層 3， 4層

調均ぬき I2 ， 4層

風気向風速温 ¥
海 上

一 海 上

戸工議扇京干U
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① ① ① @ ① ⑥ ⑦ 

基地局コンビュータ室の全景 データ処理とシス テムの管理を行ないます。

①操作卓、①グラフ ィックデ、ィスプレイ、①コンソ -Jレディスプレイ、④タイプライター

①ラ インプリンター、@磁気テープ入出力装置、CPU、磁気ディスク、①テレメ」ター
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上の図は卸座に作成される図の一例です。 左から時報の地図表示、

水温年報グラフ、風向風速日報グラフ

ノh、

簡易自記観測装置のしくみ

東田沢、野辺地、川内の各沖合設置場所

口 調センサー浮玉

センサ- (水温)

センサー (水温〉
超音波で切離し

ごセンサーを回収する

注意!!

標識ブイのそば

(50....... 100 m)に

センサーをつけた

施設が入っていま

す。海面からは見

えません。
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サ
ケ
海
中
飼
育
放
流
魚
の
回
帰
状
況
と

標
識
魚
の
発
見
依
頼
巳
つ
い
て

~回;;jt'>~民;;jt'>~同;;jt'>出;;jt'>民;;it:>出~回~民~~出争

魚
類
部
技
師

今
年
も
ま
た
、
数
年
前
に
む
つ
湾
か
ら

旅
立
っ
た
サ
ケ
が
、
北
洋
を
回
遊
し
、
産

卵
の
た
め
湾
内
へ
回
帰
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
サ
ケ
は
、

二
年
か
ら
六
年

(
主
と
し
て
、

三
・
四
年
)
で
成
熟
し
、

母
川
へ
回
帰
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

一
般
に
こ
れ
ら
回
帰
し
た
サ
ケ
は
、
母

川
そ
上
途
中
に
お
い
て
捕
獲
さ
れ
、

人
工

的
に
採
卵
ふ
佑
が
行
わ
れ
、
翌
年
放
流
さ

れ
る
乙
と
に
よ
り
、
資
源
の
維
持
及
び
糟

大
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

河
川
か
ら
放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
、
沿
岸

滞
泳
期
宇
佐
経
て
、
北
洋
水
移
へ
回
遊
し
ま

す
。
乙
の
沿
岸
滞
泳
期
の
稚
魚
の
減
耗
を

少
な
く
し
、
回
帰
す
る
量
を
増
や
す
た
め
、

海
中
飼
育
放
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ご
存
知
の
と
お
り
、
本
県
に
お
き
ま
し

も
、
表
1
に
一
示
す
止
お
り
、
昭
和
五
四
年

か
ら
昭
和
五
台
広
が
け
て
、
当
セ
ン
タ
ー

及
び
野
辺
地
の
各
地
先
か
宮
中
飼
育
放

流
試
験
を
行
な
い
ま
し
た
。
乙
れ
ら
放
流

魚
の

一
部
に
、
湾
内
に
お
け
る
回
遊
状
況

と
、
回
帰
率
を
知
る
た
め
に
、
鰭
切
断
に

よ
る
標
識
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ζ
の
標
識
魚
の
今
ま
で
の
回
帰
状
況
を

青森県水産増殖セ ンタ ーだより第30号

士
ロ

秀

雄

田

み
ま
す
と
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
出
て
お

り
ま
す
。

昭
和
五
五
年
放
流
群
の
標
識
魚
一
五
万

一
千
尾
は
、
昭
和
五
七
年
に
三
年
魚
と
し

て
七
五
尾
採
捕
さ
れ
、
昭
和
五
八
年
に
は

四
年
魚
と
し
て
七
二
尾
採
捕
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
六
年
放
流
群
の
標
識
魚

一

六
万
六
千
尾
は
、
昭
和
五
八
年
に
三
年
魚

と
し
て
二
五
尾
採
捕
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
末
に
お
け
る

各
放
流
群
の
回
帰
率
は
、
昭
和
五
五
年
放

流
群
が
、

三
年
魚

・
四
年
魚
の
合
計
で

0
・

0
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
田
和
五
六
年
放
流

群
が
三
年
魚
の
み
で

0
・
0
一
五
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
り
、
双
方
と
も
非
常
に
低
い
結

果
が
で
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
回
帰
率
は
実
態
よ
り
か

な
り
低
く
表
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
昨
年
度
に
お
け
る
標
識
魚

の
回
帰
率
か
ら
、
逆
に
湾
内
へ
の
実
験
放

流
魚
の
回
帰
尾
数
を
計
算
す
れ
ば
、

三
年

魚
が
三
二
九
尾
、
四
年
魚
が
四
八
六
尾
の

合
計
で
、
わ
ず
か
八

一
五
尾
に
し
か
な
り

ま
せ
ん
。
乙
の
数
値
は
、
従
来
の
野
辺
地

地
区
の
漁
獲
状
況
か
ら
み
て
、
大
部
分
は

海
中
{
，
d
流
群
と
凡
》
し
る
同
地
区
の

探
捕
尾
数

一二
四
四
尾
に
も
満
た
な
い
数

値
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
乙
と
か
ら
、
標
識
魚
で
発
見
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
、
ま
た
は
報
告
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
が
、
か
な
り
の
量
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

本
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
昭
和
五
五
年

放
流
群
が
五
年
魚
、
昭
和
五
六
年
放
流
群

が
四
年
魚
、
間
和
五
七
年
放
流
群
が
三
年

魚
と
し
て
回
帰
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
海
中
飼
育
放
流
技
術
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
も
、
試
験
結
果
の
正
確
な
把

握
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
漁
業
者
の
方
々
に
は
、
サ
ケ

が
漁
獲
、
あ
る
い
は
混
獲
さ
れ
た
場
合
は
、

鰭
切
断
等
に
よ
る
標
識
の
有
無
を
確
認
さ

れ
、
も
し
、
標
識
の
有
る
場
合
に
は
当
セ

ン
タ
ー
、
ま
た
は
近
く
の
普
及
所
へ
連
絡

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

次
に
青
森
県
内
に
お
け
る
、
サ
ケ
稚
魚

の
海
中
飼
育
放
流
状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、

表
2
に
一
ホ
す
と
お
り
、
昭
和
五
三
年
、
当

セ
ン
タ
ー
が
試
験
的
に
行

っ
た
五
万
五
千

尾
放
流
が
始
ま
り
で
、
昭
和
五
四
年
二

O

八
万
五
千
尾
、
田
和
五
五
年

一一一
一
一万
一

千
尾
、
昭
和
五
六
年
三
八
六
万
七
千
尾
、

昭
和
五
七
年
三
九
二
万
九
千
尾
、
昭
和
五

八
年
八
五
七
万

一
千
尾
、
昭
和
五
九
年
二

千一

一一一
万
千
尾
と
、
年
々
増
加
の
傾
向

を
示
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
沿

岸
漁
協
の
サ
ケ
稚
魚
海
中
飼
育
放
流
に
(

す
る
期
待
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

サケ実験放流尾数(別枠研究分)

暗雲 茂浦地先海面 野辺地地先海面 野辺地川
合計尾数

標識魚、無標識魚 標識魚、無標識魚 標識魚無標識魚、

54 0[1，905，000 。180，000 。208，000 2，293，000 

55 116，455 35，000 35，018 817，000 。10，000 1，013，473 

56 81，346 904，000 84，234 876，000 。249，000 2，194，580 

57 136，283 28，000 0[1，420，000 141，050 20，000 1，745，333 

表 1

ノー¥

¥ 放流斧¥

試験放流 事業放 1荒
合計尾数

実施場所尾 数 実思場所尾 数

53 2ケ所 55千尾 ケ所 千尾 55千尾
54 2 2，085 2，085 

55 2 1，005 216 1，221 

56 2 1，947 2 1，920 3，867 

57 2 1，586 5 2，343 3，929 

58 2 3，602 8 4，971 8，571 

59 2 5，122 15 16，005 21，127 

青森県内におけるサケ海中飼育放流状況表 2
サケの標識方法図 l

腹ビレ切断

左腹ビレ切断(野辺地地先放流群)

右腹ビレ切断(茂鴻地先放涜群)
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良
い
稚
貝
を
ま
き
ま
し
ょ
う

ー
ー
地
ま
き
ホ
タ
テ
ガ
イ
実
態
調
査
結
果
か
ら
|

!
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ほ
た
て
員
部
技
師
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今
年
の
稚
貝
分
散
作
業
も
ほ
ぼ
一
段
落

と
い
っ
た
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
も

昨
年
に
続
い
て
数
量
の
確
保
に
か
な
り
の

不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

天
然
採
商
の
安
定
佑
の
た
め
に
は
、
母

貝
と
し
て
有
効
な
健
全
な
地
ま
き
貝
を
豊

富
に
も
っ
と
と
も
大
切
な
と
と
の

一
つ
で

す
。
第
1
図
に
地
ま
き
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
放

流
数
量
の
推
移
を
示
し
ま
し
た
が
、
乙
乙

数
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
年
は
全
湾
で

八
六

O
O万
枚
に
と
ど
ま
り
、
来
年
も
ま

た
多
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。
種
が
な
い
か

ら
放
流
し
な
い
、
放
流
し
な
い
か
ら
種
が

な
い
と
い
う
悪
循
環
が
起
ら
な
い
よ
う
、

数
は
少
な
く
て
も
健
全
に
育
て
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

調
査
結
果

今
年
九
月
五
日
か
ら
十
月
二
三
日
に
か

け
て
、
湾
内
七
ケ
所
に
お
い
て
地
ま
き
ホ

タ
テ
ガ
イ
の
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
は
五
八
年
産
放
流
買
を
対
象

に
し
た
も
の
で
す
。

第
2
図
に
漁
協

・
支
所
別
の
生
貝
中
の

正
常
貝
の
割
合
を
一示
し
ま
し
た
。
正
常
貝

の
割
合
は
昨
年
の
調
査
(
五
七
年
産
貝
)

の
平
均
五
一一

・
=一
%
に
較
べ
て
七

一
・
九

5 

対

馬

廉

介

%
と
向
上
し
て
お
り
、
前
年
よ
り
も
悪
佑

し
た
組
合
が
な
い
と
い
う
乙
と
か
ら
、
技

術
的
に
は
安
定
し
て
き
た
と
=言
え
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
良
質
な
稚
貝
の
放
流
と
漁
場

の
適
正
管
理
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
組
合
に
よ
っ

て
は
な
お
努
力
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
と

ζ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

霊
下
養
殖
用
の
余
っ
た
稚
貝
を
、

「
死

ん
で
も
と
も
と
」
と
ま
い
て
い
た
の
で
は

成
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
調
査

で
も
放
流
時
の
稚
貝
に
厳
し
い
受
け
取
り

基
準
を
設
け
て
、

ζ

れ
を
実
行
し
て
い
る

組
合
ほ
ど
、
正
常
貝
の
比
率
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

第
3
図
に
漁
協

・
支
所
倒
防
放
流
稚
貝

一
枚
当
り
の
現
在
の
部
重
量
(
生
員
軟
)

率
×
正
常
貝
率
×
平
均
軟
依
部
重
量
)

宇佐
一ホ
し
ま
し
た
。
乙
れ
は
生
産
性
の
程
度

を
示
す

一
つ
の
指
標
で
す
。
結
果
は
最
高

と
最
低
で
は

一二一

・
六

t
七
・
三
と
や
や

大
き
な
聞
き
が
あ
り
ま
す
。
厳
選
さ
れ
た

稚
貝
を
放
流
し
た
か
ど
う
か
が
、
こ
の
差

を
生
じ
た
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

良
い
種
を
ま
く
と
い
う
と
と
と
同
時
に

(
 

す
。
後
者
の
組
合
で
は
放
流
直
前
に
、
二

目
前
に
わ
た

っ
て
、
の
べ
一
三

O
隻
を
出

し
桁
網
を
用
い
て
ヒ
ト
デ
駆
除
を
行
な
っ

た
と
い
う
乙
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
ま
き
事
業

今
回
の
調
査
か
ら
言
え
る
と
と
は

「
適

正
に
行
な
え
ば
、
良
い
成
果
が
期
待
で
き

る
」
と
い
う
と
と
で
し
ょ
う
。

天
然
採
苗
の
安
定
佑
の
問
題
に
加
え
、

のり

国軍

当
重

枚

部
l

体

貝

軟
稚
の

流

在

放

現

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ヒ

h
h

等
の
害
敵
生
物
の
駆
除
の
問
題
で
す
。
調

査
を
行
な
っ
た
組
合
の
う
ち
で
、
最
も
へ
い

死
率
の
高
か
っ
た

E
組
合
で
は

一
o
d
に

一
個
体
弱
の
ヒ
ト
デ
が
見
ら
れ
、
相
当
量

の
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。

乙
れ
に
対
し
B
組
合
で
は
春
、
秋
の
調
査

を
通
し
て
、
全
調
査
区
成
(
七
六

O
M
)

に
二
個
体
と
非
常
に
少
な
く
な

っ
て
い
ま

生貝中の正常貝の割合第 2図

仁二二コ 正常貝f.;';';';':-:-:.I生貝中の異常貝

第 3図

凡例 図盤盟国 死貝

放流枚数の変遷第 1図

垂
下
養
殖
に
比
較
し
て
労
働
力
や
資
材
質

な
ど
が
軽
減
で
き
る
地
ま
き
を
強
佑
す
る

と
と
が
、
湾
内
の
ホ
タ
テ
産
業
の
安
定
的

発
展
の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
の
と
と
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

厳
選
さ
れ
た
稚
貝
を
適
正
密
度
で
放
流

し
、
よ
い
管
理
を
お
ζ

な
う
と
と
が
要
求

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

K E 

漁協 ・支所

D C B A 

E 

10 

軟
体
昔日
重
量

58 57 56 

貝

55 

産

54 

年

53 

億枚

11τ2 

3 

2 

放

流

枚

数
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魚

の
|戸

人 I~

長l
壁ト
つ

て

比
較
的
平
ら
な
海
底
に
、
大
き
な
岩
が

飛
び
出
て
い
た
り
、

一
部
分
だ
け
急
に
浅

く
な
っ
て
い
た
り
す
る
と

「
根
」
と
呼
ば

れ
る
魚
の
良
く
集
ま
る
好
漁
場
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
古
い
出
没
船
が

「根
」
に
な

る
乙
と
も
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ

「根
」
に
魚
が
集
ま
る
の
で
し
ょ

う
?

ま

だ

完
全
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い

部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
理
由

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一

「
根
」
が
魚
の
棲
み
場
や
隠
れ
場
に

な
る
(
図

一
)。

二

海
水
の
流
れ
が
「
根
」
に
当
っ
て
澗

流
と
な
り
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
等
の
溜
り

場
に
な
る
。
或
い
は
、
流
れ
が
「
根
」

に
当
っ

て
上
昇
し
、
海
底
近
く
の
栄
養

を
巻
き
上
げ
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生

が
多
く
な
り
、
餌
の
豊
富
な
場
所
に
な

る
(
図
一一
)。

乙
の
他
に
、
最
近
で
は
内
部
流
、
内
部

波
と
い
う
考
え
方
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。
内
部
流
、
内
部
波
と
い
う
の
は
、

水
面
の
流
れ
や
波
に
対
し
て
、
水
中
で
起

き
る
流
れ
や
波
と
い
う
程
の
意
味
で
す
。

コ
ッ
プ
に
水
と
泊
券
一入
れ
て
揺
り
動
か
す

と
、
水
と
油
の
境
界
面
も
揺
れ
て
い
る
の

青森県水産増殖センターだより第30号

魚
類
部
長

横

山

勝

幸

が
見
え
る
と
思
い
ま
す
。
海
の
中
で
も
、

乙
れ
と
似
た
よ
う
な
現
象
が
起
乙
り
ま
す
。

例
え
ば
、
上
層
と
下
層
の
海
水
の
性
質

が
大
き
く
違

っ
て
い
る
場
合
|
|
上
層
の

水
温
が
高
く
、
塩
分
は
低
い
。
下
層
の
水

温
が
低
く
、
塩
分
は
高
い
な
ど
1
|
あ
た

か
も
、

そ
の
聞
に
境
界
面
が
あ
る
よ
う
な

動
き
を
一示
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
海
面

で
見
え
る
よ
う
な
流
れ
や
波
が
、
乙
の
境

界
面
で
も
起
乙
り
、
乙
れ
を
内
部
流
、
内

部
波
と
い
い
ま
す
(
図
一ニ
)。

乙
の
内
部
流
や
内
部
波
が

「
根
」
の
魚

を
集
め
る
働
き
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
然
の
「
根
」
を
人
工
的
に
造
成
し
よ

う
と
す
る
の
が
人
工
魚
礁
で
あ
る
と
言
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
際
の
人
工
魚
礁
を
使
っ
た
漁
場
造
成

事
業
は
、
次
の
点
に
配
慮
し
な
が
ら
行
わ

れ
ま
す
。

て

場

所
海
底
が
砂
や
泥
な
ど
で
平
坦
な
場
合

は
、
そ
乙
に
魚
礁
を
入
れ
る
と
と
に
よ
っ

て
大
き
な
集
魚
効
果
を
狙
う
乙
と
が
で

き
ま
す
。

{
、
近
く
に
点
、

J

「
根
」
が
あ

る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の

「
綬
」
と
関
連

づ
け
た
配
置
を
取
る
と
と
に
よ
っ
て
、

新
し
い
漁
場
造
り
と
今
ま
で
の

「
根
」

の
働
き
を
い

っ
そ
う
大
ぎ
く
す
る
効
果

を
狙
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
魚
礁
が
埋
没
し
て

し
ま
っ
た
り
、
散
逸
し
た
り
し
て
は
何

ん
に
も
な
り
ま
せ
ん。

こ
の
よ
う
な
危

険
の
あ
る
場
所
へ
は
魚
礁
を
入
れ
る
乙

と
が
で
き
ま
せ
ん。

二
、
形ま

ず
第

一
に
、
魚
の
好
き
な
形
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
魚
礁
を
棲
み
場

や
隠
れ
場
に
す
る
魚
に
は
、
な
る
べ
く

複
雑
な
熔
造
が
好
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

魚
の
種
類
に
よ
っ
て
も
好
き
な
形
が
違
っ

て
き
ま
す
c

一
方
、
海
水
の
流
れ
と
の
関
係
か
ら

は
、
流
れ
を
遮
ぎ
る
効
果
の
大
き
い
面

の
多
い
時
間
成
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
で
は
こ
れ
ら
の
条
件
を
色
々

組
み
合
せ
た
縛
造
の
魚
僚
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

三
、
大

き

さ

魚
篠
そ
の
も
の
の
大
き
さ
と
、
魚
礁

を
組
み
合
わ
せ
て
造
る
魚
礁
漁
場
全
依

の
大
き
さ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
き
い
乙
と
は
い
い
と
と
だ
ー
ー
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
魚
礁
が
大
き
け
れ

ば
、
魚
の
棲
み
場
と
し
て
の
大
き
さ
だ

け
で
な
く
、
海
水
の
流
れ
と
の
関
係
ベ

も
渦
流
や
上
昇
流
の
発
生
効
果
が
大
き

く
な
り
、
更
に
は
、
内
部
波
の
発
生
も

期
待
で
き
ま
す
。
そ
乙
で
、
最
近
で
は

魚
礁

6
大
型
他
す
る
傾
向
が
あ
り
、
高

さ
一
O
m
以
上
の
も
の
も
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。

海面

亡る/ー→
三ラニ争内部流

A 

--、

魚の棲み場 ・隠れ場としての根

ー一-----一町一一ー一ー、=----------) 

ェヱレ

図1

魚
礁
漁
場
全
体
の
規
模
も
、
現
在
で

は

一
辺
が
数
仰
に
及
ぶ
大
型
事
業
(
人

工
礁
漁
場
造
成
事
業
)
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

次
回
は
乙
の
人
工
礁
漁
場
造
成
事
業

に
つ
い
て
話
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。内部流 ・内部波図3図2


